資本主義政治─資本主義と近代国際関係─ by 北見 秀司
- 85 -













 1-1. 近世（15 〜 18 世紀）における中国とイスラーム圏： 
  繁栄する市場経済しかし非資本主義体制
 1-2. 近世（15 〜 18 世紀）におけるヨーロッパ：資本主義体制への歩み
  1-2-1. 封建制：都市の相対的自立と国際的ネットワーク
  1-2-2. 近代国際関係の成立：絶えざる戦争ならびに戦争の脅威
  1-2-3. 国家は自ら貨幣の絶えざる蓄積を追求
  1-2-4. 国力・国富の増強と「母性」の誕生
 1-3. ブルジョア革命
  1-3-1. イギリス革命
  1-3-2. フランス革命
  1-3-3. 自由主義経済の実現と国家の暴力




 2-2. 不況と帝国主義による資本主義の存続 
  ─インターナショナルな階級対立から国家間対立へ
 2-3. 第二次大戦後：修正資本主義：「個人化」と経済ナショナリズム
 2-4. 高度経済成長の終焉（1970 年代）と新自由主義（1980 年代〜現在）
おわりに─今後の課題
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主義の区別について言及したい。
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⑵ 中国やイスラーム圏においては、権力者を除いて、安定した資本蓄積ができない体制だった 




























は説明できないとも述べている（李 1993, 245 頁以下）。足立啓二もまた当時の中国政治が経済規
模を大きくする意志を欠いていた点を指摘している（足立 2018）。




























意味した。17 世紀の 100 年の内、ヨーロッパで干戈を交えなかった年は 4 年に過ぎなかった（高
澤 1997, 41）。絶えざる戦争は武器や戦術の変化をもたらした。火薬と火器が重要になり、主力部
隊は、もはや騎士ではなく火器で武装した歩兵となった。そして諸国は次第に常備軍を置くように







反乱を招く。「ルイ 13 世とルイ 14 世の時代、フランスにおける暴動の原因はほとんど常に重すぎ
る税の取り立てにあった。そこで国家には一つの解決策しか残されていない。借りることである。」












































その後、王は 30 年戦争（1618 年〜1648 年）に参加し、とりわけ対フランス戦争で戦費が増大した。









て容赦なく弾圧された（1649 年）（モートン 1972, 212 頁以下）。














権の制限を主張した（『社会契約論』』第 1 編第 9 章；第 2 編第 11 章；『政治経済論』）（Rousseau 
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ふたたびイギリスの例に戻ろうか。
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2-4. 高度経済成長の終焉（1970 年代）と新自由主義（1980 年代〜現在）
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る夢でなく、正夢となる、否、正夢にするために。
1 ブローデルは「資本」「資本家」「資本主義」という語の歴史について考察している。ブローデル（1979, II, 
ch.3：邦訳 II-1, 第 3 章）を参照されたい。
2 ジェンダー差別と資本主義、自然破壊と資本主義の関係については、北見（2011, 378-411）を参照されたい。











7 この章のより詳しい記述については、参考文献を含め、北見（2011, 240-261, 463-486）を参照されたい。
8 マルクスはアイルランド問題で、後に述べる国家・国民間競争とそれによって可能になる資本主義体制と存続の
問題に直面する。が、これらは『資本論』第一巻の出版後、第二・三巻の元となる草稿を書き上げた後である。
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